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平成 10年９月末日 13,650 131,636
平成 11年９月末日 18,375 167,322
平成 12年９月末日 24,006 210,732
平成 13年９月末日 29,979 255,953
平成 14年６月末日 37,822 299,540
    資料： 社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士国家試験出題基準合格基準，
（財）社会福祉振興・試験センター（2002）より作成．




















































































































































































 ［表 4］は，（社）日本社会福祉士養成校協会加盟の 4年制大学（2002年度現在 135校）にお
いて社会福祉士受験資格が取得できる学部及び学科名の一覧である．学部だけをみると，最も
多いのが社会福祉学部の 29校であるが，次いで文学部が 18校，社会学部が 12校，人文学部が
10校，人間社会学部が 7校，人間科学部と人間福祉学部がともに 5校，医療福祉学部，生活科









































































































































































































  5） 社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士国家試験出題基準合格基準，（財）社会福祉振興・
試験センター（2002）．
  6） 福祉士養成講座編集委員会編集，新版社会福祉士養成講座 1社会福祉原論第 2版，中央法
規（2003）．
表 6 生活福祉の課題と研究内容
課  題 研 究 内 容
Ⅰ生活総合領域
  （生活学または生
活福祉学）
生活の安定性，個性，創造性を確保する
ためには何が必要か，現代社会の構造と
生活構造の関連とそこでの問題点を明ら
かにする
現代生活のしくみ
生活の現実過程の分析
生活の個人的責任と社会責任追及（生活
政策）
Ⅱ生活経営領域
 （家庭経営学）
各生活周期段階において，生活設計，生
活運営はどうなされるべきか，生活費や
生活時間の実情と展望をさぐる
ライフサイクル別標準生活費の算定
生活時間の質的分析
生活設計論，生活運動論
Ⅲ生活関係領域
 （家族関係学）
生活の基礎単位としての家族のあり方を
追及する
家族をとりまく諸条件（家族法，家族政
策など）も含めて今後の生活領域の形成
のしかたについて検討する
生活主体の形成と生活領域
保育問題，高齢者問題
夫婦関係論，親子関係論
Ⅳ食物領域
 （食物学）
心身の健康のためには，どのような食生
活が必要であろうか
食料の供給システムと購入
共同食と個別食（新しい調理法）
食文化論
Ⅴ被服領域
 （被服学）
現代生活の中で生活主体にとって被服の
もつ意味は何か
どのような被服環境が整えられるべきか
商品としての被服の生産流通過程と購入，
利用の問題点
被服文化と生活主体の形成（縫製，着用，
管理を通して）
Ⅵ住居領域
 （住居学）
快適な住まいや生活環境とはどんな内容
か
生活空間は人間生活にどんな影響を及ぼ
すか
生活環境論，住宅供給論
住まいと人間形成
住空間と生活行為，生活意識
Ⅱ～Ⅵの目標は生活福祉の実現にある．資料：一番ヶ瀬，1998，83頁

